                                       徳本（とくごう、と読む）峠越え                       

（日程）

    ９月２２日（金）業後 ～ ２４日（日）

（テーマ）                            

  もともとこれは、ぼくの古い岳友と3年前に計画していたもので、今回ようやくチャンスが生まれた。

  島々から徳本峠を越えて上高地に入るという長い、なが～いもので、目的は、ピークでもなく、景色でもなく、

  釜トンネルが出来る前、大正時代までの古い岳人や職業山人達が入山したルートを、今ここでしっかりと歩いてみよ

  うというもの。  つまり、歩いて上高地に入ることを目的とし、学術的・歴史的なこだわりの山旅である。

  そして、いかなる条件でも踏破することを目的とし、テント山行のロングコースであり、体力的に問題なく、かつ野

  郎に限るとし、 岳友の快諾を得て、稲と賢の2人を同行させることにした。

（参加者）

    松広昭彦・稲葉俊朗・平野賢一郎・畠田修  以上４名の男くさ～い 山行。

    松広君の紹介（２０年程前、ぼくが立山でテントで夏スキーを楽しんでいたおり、猛風雨に見舞われ小屋に逃げ込ん

    だが、早朝ぼくら同様テントに耐えられなくなった同君が、小屋に避難。ぼくらの博多弁での会話を聞いて、同君が

    親しげに語りかけてきた。時に早大政経学部の学生でサイクリング部所属。福岡出身。それ以来、同郷かつ同志とい

    うこともあって親交を深める。当初、ジャーナリストを目指すも、信託銀行マンとしてのぼくの金融経済の造詣の深

    さに感銘、あるいは気楽な人生が送れると判断したのか、あっさり職業まで同士となった。 なかなかの男前なのだ

    が、ひげが濃く風貌が小汚い為、ぼくの引越手伝いの途中、殺人事件の容疑者に間違えられ、職務質問を受けた経験

    あり。   北海道を始め景勝地をチャリで訪問。チャリと山をこよなく愛す。ＨＫ駐在時代はダイビングになびくも、

    金銭的圧迫感からやっぱり山に戻った。 現在安田信託銀行勤務で妻と３人の子供と幸せな家庭生活を送っている。

    涙もろく、「私の青空を」見て泣いてしまう）

（行程記録）

    ２２日２１時東中野寮出発 → 沢渡着１時 就寝 ３時   

    ２３日５時４０分起床 沢渡発７時（タクシー） → 島々着７時３０分、同歩行開始 → 二俣着 9時 → 岩魚止着 

    １１時、昼食後発 １１時３０分 → 力水着 １３時２０分 → 徳本峠着 １４時１５分 

    ２４日 ６時３０分起床、７時５５分歩行開始 → 明神着 ９時１０分 休憩後発 １０時 → 上高地着 １０時４０分   

２２日

    １時間遅れの２１時に稲の中野寮を出発。 松広は春日部から来た為時間がかかる。 ちなみに、賢は、稲が強制的 

    に連れて帰ってきていたので、本当に珍しく遅刻なし。 トランクにリュックぎゅうぎゅうで出発（ちなみに、この

    スバルＢ４（びーよん）＜再生紙のサイズみたいじゃないですか。本当はスバルレガシーＢ４（ビーフォーと読む）

    が正しい。＞は、普通のセダンよりトランクが広い）。

    空腹の為、石川ＰＡに寄るも閉店のため（小さなＰＡは、閉店があるので注意）、談合坂まで走る。 

    談合坂で夕食後、一路松本ＩＣへ。 ぼくは、山行で初めて車中で飲酒を楽しめた。いつも、ぼくが運転し、横で一

    男さんやら、フジさんがいい気分になっているのが悔しかったので、今日はとても嬉しい。  松広くんと、後ろで

    焼酎を飲みながら、時折博多弁を交えて盛り上がるのである。＜畠田さんからは「ヤツの声はデカい」と聞いていて

    覚悟はしていたがホントにデカかった。痴的水準も高く、さすがは畠田さんの岳友、僕や賢はまだまだ勉強不足であ

    ることを痛感する。＞
    沢渡に、１時半に到着。  実は、今回パーキングビバークでテン張る予定だったが、天候の悪化が予想され、濡れた

    テントを撤収して、リュックに詰めるのは多少苦痛であったことと、島々では、ぼくも始めてでテン張るスペースを

    探すのに時間を食われるのではないか、と懸念されたことにより沢渡のペンションに素泊りすることにした。 

    男４人で小洒落たペンションに泊まるのは、ちょっと気恥ずかしい感じだった。

    温泉に浸かり、＜この温泉がGood！湯船が木枠で深く、底には玉石が敷き詰めてある。１１月は僕はテン泊組にし

    ているが、やっぱりペンションにしようかとも思い、悩む。＞部屋で泡を楽しみ、地図を広げ、明日の道中を夢みて

    山ヤの至福の時を過ごし、３時に就寝。

    ローラアッシュレ風のベッドカバーにかわいい花柄のカーテン……横を見れば、毛むくじゃらの足をベッドから覗か

    せ、大イビキの松広君。…・   やっぱりテントにすればよかった。

２３日

 ５時４０分起床。予想通りの雨だが、止む時間も長い。  ロビーで、持参の朝食を食べ、パッキングして沢渡のタク

     シー乗り場まで行く。 ほとんどの人は、上高地に向けて出発するが、我らは、島々まで下るのだ。

     運転手さんも、「ほー、徳本峠越えですか」 と。  ＜この運転手さんが実は昔電力会社に勤めていてダムの発電所

     から送電線を張る仕事をしていたらしく、どこどこダムの発電所の出力が何百万キロワットだとか、どこどこの開

     閉所がどうたとかウンチクを語ってくれた。ダム、発電所、山ヤといえば、最近話題の映画「ホワイトアウト」（織

     田祐二主演）の世界だが、運転手さんは織田祐二とは懸け離れたおじさんだった。＞
 ７時３０分 島々村からちょっと入ったところでタクシー下車、 歩行開始。  釣り人が、ガスで湯を沸かし、朝食

     を取っている。 岩魚狙いの、フライアングラーだ。  

     沢沿いの気持ちの良い林道を歩く。 雨は、ポツポツ程度で傘は不要。 他愛のない話、穢れのない話、そして沈黙、

     途中、気持ちの悪いトンネルがあり、その中に入っていったら１万円やる、とか相変わらず、幸せな話をしながら   

     島々谷を詰めていく。

 ９時００分 二俣着  林道の終点。 ここから、登山道となる。  そろそろ、熊が出そうな気配を感じる場所でもあり、

     鈴を持たない我らは、コップをリュックにぶら下げ、松広くんは、中に石を入れてみたり工夫するが、いつの間に

     か石は落ちていたり、まあ、よかったのは、稲が腰の辺りにカラビナと一緒に携帯灰皿をぶら下げて何とか、音が

     なるものを作りあげた。＜平地では揺れが少ないので、いまいち音の出が悪く改良の余地あり。＞
     千古未知なる幽境の趣を残し、飛瀑奇厳に感動し、いよいよ谷深く、吸い込まれるごとく岩魚留小屋を目指す。

     その昔秀綱夫人（詳しいことは忘れたが、ウエストン著、日本アルプス登山と探検には詳しく書いていたようだ）

     が逃亡途中、追って来たきこりに殺された場所の慰霊碑の前を恐々通過した（夜、テントでこれを思い出してしま

     い、この前でテン張ったら１０万円、とまた賢にしかけるも、絶対イヤ、と…まあ、強がり言ってもまだ子供だ）。 

     何となく、すすり泣く声が聞こえてきそうなので、とっとと足を早めた。

11時００分  岩魚留小屋着。 コースタイムより、かなり早く着いた。 やっぱり怖かったので足が自然と速まったのか？

     ここでようやく、先発登山者に出会う。 そして、昼食とする。 雨は、ひどくないが断続的に降っており、小屋の

     軒で食べる。小屋は、営業期間中であるにも拘わらず閉っている。 山では本当に、頼れるものは自分達だけだ。

     ＜そのとおり、横着するとその報いは必ず自分に帰ってくる。ちなみに賢と僕は傘を持って来ず、カッパで歩いて

     いたが、この時には既に内側が汗でムレムレになっており、カッパを着ないで歩いているのと変わらないまでに湿

     気ていた。もっともカッパを着ないで雨を直接受けていれば、体温が奪われ体力の消耗が更に激しくなるので、ま

     だマシだったが、平地歩きが多いルートを考えれば、傘は有用であり寮で傘を調達するべきだった。＞

     しかし、この山峡の地は、ヘリもアプローチ出来ないので、食料等はすべてボッカによるのだろう。

     これから本格的な登行でもあり、ぼくはたくさん食べた（カレーパン１個、アンパン１個、朝の残りおにぎり 1個、

     ソーセージ１本、羊羹１つ、ウイダーゼリー１パック、と）。

11時３０分  記念撮影して出発。 歩きだして、どーも調子がでない。 まさに、逆シャリバテだ。飯を食い過ぎて気合

     が入らず、身体が重い。 さらに、放屁を試みるも、リュックが重いせいか、それも出ず、腹がはる。

     まだ、九十九折りまで達せず、アプローチであるが（岳友、松広くんは、“プロローグ”  と素敵に美しい表現を

     使った）、食べ過ぎを後悔する。山ではやはり、行動食的分散摂取でないといかん。

     ぼく1人喘いでいるうち、九十九折り開始地点と思われる場所に到着、ここが最後の水場の力水かと思われ、しば

     し休憩し、賢は、携帯型タンクに水を３ないし４Ｌ詰めてくれた。（テン場の峠には、水がない為）

     賢のリュックは、かなり重くなった。   稲は、どうしたものか沢に不覚にも足を突っ込んでしまい、＜サロモンの

     シューズに代表されるようなハイテクソールは濡れた岩での横方向へのグリップが弱いことが実証された。＞足首

     から入水。＜足首から水が入った、というのが正しく、実際には膝ぐらいまで浸かってしまった。＞
     さあ、九十九折りの登行開始だ。 と思ったらまたすぐ沢に出てしまった。今度こそ、と思って登行するも、また沢

     に…・結局かわいそうに賢は、力水のある九十九折り開始地点まで１時間弱、無駄な水を担いで歩かせてしまった。

13時２０分  力水到着。 沢ではなく、岩清水である。 おいしい水だ。 地形図の見方があまり有能でない為に、賢に

     無駄な荷を担がせたことを悔やむ。

     雨は、いよいよ強く降ってきだした。 九十九折りに入るが、まさに九十九折りで、スイッチバック（機関車と違っ

     て後ろ向きにはならないが）で上がっていくが、距離が長いが、直登ではないため、それほどきつくは感じない。

     ぼくは、腹の張りも治まり、調子がでてきた。

     一方、稲が、遅れ気味だ。 トップは、ぼくが務めていたが、 賢から、コールがかかり、「稲さんが、遅れている」 と。

     実は、そのちょっと前に、前方が開けてきて、明らかにコル（鞍部）と思われることから、もうちょっとだ、と喜

     ぶも、にせコルだった。 これが、稲にはショックだったのか？＜足の付け根が疲労し、不覚にも突然足が出なくな

     ってしまったのです。敗因①歩行前に屈伸運動をしたが、膝中心に行ってしまい、股関節を十分に動かしていなか

     った。敗因②北岳からの下りでCWXを着用せず、太股膝側の付け根の筋がかなりばててしまった反省から、今回は

     CWX（スポーツタイツ）を履いて臨んだのだが、登りであったこと、カッパを来ていたため、カッパ－ズボン－CWX

     と三重構造になっていて、且つムレて湿気が多かったことから一歩の負荷が大きくなっていたこと、が考えられる。

     今度は下りのみ着用してみようかと思う。検証報告は随時いたします。＞
     しばし、休憩した。そして、時間的にも、もうそろそろだと思い、 登行再開。

1４時１５分  徳本峠に到着。 岩魚留小屋から２時間４５分。 いくつかのテントが張ってあったが、ぼくは、風のあた

     らないいい場所を、以前 明神から上がった際に知っていたのでそこを確保した。松広くんと懐かしんだ。あの時も

     雨で、結局島々からの入山は止めて、安易に明神から入ったが、ぼくと松広くんにとっては、今回は、ことの他

     嬉しい成功であった。しかし、喜ぶのはちょっと後にして休憩なしで、一気に２つテン張った。

     稲と賢が、ニッピン メスナーテント、ぼくと松広くんが、シェラデザインのテント。衣服を着替えて、シェラテン

     トに集まり、アワで乾杯をするのだった。  外は雨、ほんの一枚のナイロンが、これほど安心する空間を作りだす

     のは、何たる素敵な事であろうか？   ぼくは、テントを愛してやまない。＜僕にとっては初めてのテン張りだった

     が、雨だったこともあり、その有り難味を噛み締めることが出来た。＞
     冷雨に打たれた疲れた身体を溶かすように、男４人は、大いなる母胎に包み込まれるかの如く安らぎを覚え、時に

     うとうととし、長かった峠越えに、山頂に立った時とはまったく異なる深い感銘、そして先人達への畏敬の念を

     持つのであった。

１８時００分  夕食開始。 各人持参のレトルトパックとパックごはん（この存在を知らない人が多いので、ぼくが皆の

     分を購入しておいた－ 後述山の豆知識）で夕食についた。 松広が、ラジオを持参していた（イヤホンでしか聞け 

     ないものを持参しているところは、さすが山での分をわきまえているが、今日ばかりは音が欲しかった）ので、

     アメリカ戦とのサッカーの状況を解説してもらった。  結果は、中田のゴールで、勝った！！！！   夢だった。

     食事も終え、酩酊状態を目指し、ウイスキーを飲りながら、時折、ラテルネ（粋にランタンをこう呼ぶ）の火で飛

     んできた蚊を燃やして遊びながら、疲れが眠気を誘ってくるのであった。

２１時００分  腰に、ホッカイロを当て、夜中に尿意を催さない様にして就寝。（その昔、雨天決行がいやで横着して

     テントから放尿を試みたが、後半の息切れ時、テント内に落雫させた苦い経験があるので・・）＜一方、この山旅

     を舐めきっていた賢は寒さをしのぐにも着るものを十分に持ってきておらず、「このままじゃ寒さで夜中寝れないよ

     ぉ。」と泣き言を言っていた。そこで僕が一考。沢で多めに汲んできた水の残りを沸かし、空いたペットボトルに入

     れ、硬くふたを閉める。これで簡易湯たんぽのできあがり、僕も一本使わせてもらったが、寝入るまでの温かさは

     十分確保できた。また、僕の方は賢から教えられ、濡れたものをシュラフの中で「着干し」した。結構良く乾き、

     人間の体ってスゴイなあと感心してしまった。＞
     早朝、猛烈な雨がテントを叩き、目がさめるが、耳栓をしてすぐにまた寝た。松広君の大いびきも聞こえない。

２４日（日）

６時３０分   起床。  雨は上がり、時折薄日もさす。  小屋やテントの人も、嬉しそうに声が響いてくる。

     ぼくらも、雨が上がっているうちにテントだけは撤収した。それから、ゆっくり朝食を摂った。

     この峠から見る穂高連峰は素晴らしいのだが、ガスで見えない。

７時５５分   峠を、いよいよ明神・上高地の谷を目指して下る。こっち側も九十九折りのため、歩行が楽である。

     峠を目指す、幾人かとすれ違った。 この時、ふとヤヤに言った言葉を思い出し、素敵に愉快な話で盛り上がるが、

     本人にはちと嬉しくもあり、気の毒でもあるので、記さない。

     快適な下りで、松広君が、まるで三半規管に異常をきたしたように、斜めになって歩いている。 そうです、

     彼は、高橋の金メダルを応援すべく何とか聞こうと、電波の入りにくい谷あいで、身体をくねらせ最適なポジシ

     ョンを掴みながら歩いているのだ。明神に着く前に、金メダルの朗報を得た。昨夜のサッカーで嫌な思いをしたが

     ここで、４人で喜んだ。

９時１０分  明神着。昔は、上高地が聖なる場所と俗界との接点であったが、最近はここまで伸びてきた感がある。

     ぼくと松広君は、泡で乾杯をし、稲と賢は、明神池の嘉門次小屋まで散策に出かけた。 青空も見え、日も射し、

     のどかな休憩を楽しんだ。

１０時４０分  ついに上高地到着。

     梓川の清流と荘厳なる穂高は、 まさに神との邂逅である。美しい、やはり美しい。聖なる者も俗なる者も、この美

     しく毅然たる景観に吸い込まれ、あるいは近づくな、と言われているようでもある。いつも河童橋から仰いで思う

     のだが、ここほど自然と対峙するという言葉が似合う場所もないのではないか？  

     ＜そうですねぇ。僕が去年の夏「やっぱり山だ。」と思い、山に心を奪われてしまったのもこの場所なんですよ。河

     童橋のたもとの石段に座って梓川越しに岳沢、穂高を見上げていると、まさに「自然と対峙する」「神との邂逅」と

     いう言葉でしか表現のしようのない、不思議な気持ちになり、何時間でもその場に座っていたくなるんですよね。

     きっと何回来ても、何年経っても変わらないんだろうな、この気持ちは。＞

     数え切れないほどこの景色は見ているが、その感動はいつも不変である。賢は、叫ぶのである。

     残念ながら、険峻たる峰欒＜←賢への漢字テスト①何と読む？（        ）＞はガスの中だが、賢は、その陵線を

     憧憬し、想像し、感動するのであった。

     この聖と俗の接点である上高地にくると、登山者としての誇りを感じるのは、ぼくだけではあるまい。

１１時２０分  ターミナルから、タクシーで沢渡へ。途中、釜トンの信号にかかり、タクシー降りて、瀑布を見物。

     運転者さんに、開通当時の写真や山の写真などを見せてもらい、しばし信号待ちを楽しむ。

１２時１０分  沢渡着。クルマで、白骨温泉に行く。

     ぼくがひいきにしている古い木造の大石館で、白濁の温泉に入浴。（なお、ここ白骨には公営の露天風呂が川沿いに

     あり人気があるが、料金は個人のところと同じでかつ内湯もなく温度が低いし、混んでいる） 以前も、山の豆知識

     で記載したが、公営よりも個人旅館で入浴させてもらった方がよい。公営は、いわゆる箱物行政で建てられたよう

     なもので、近代的で、収容力を誇るため、風情がなく、混んでいる場合が多い。公営だから、安いというわけでは

     決してない。 温泉にゆっくり浸かり、その後、これまたぼくのひいきにしている蕎麦屋まで行き、座敷に上がって

     昼食を楽しむ。 稲が、クルマを運転するので、ぼくは力いっぱい泡を飲めた。

 １４時３０分    山旅をしっかり締めくくり、一路東京へ向かった。  ぼくは、昨日入山した島々にある酒屋で、

     以前入手出来なかった、「徳本峠」という生酒を買って帰った。       島々谷を跋渉せしたる先人達を思いながら、

     また 昨日の我が登行を振り返りながら、心豊かに、おいしい酒をすすった。

（トピックス）

· 松広君は、乗鞍の自転車ヒルクライムレースに参加し、腰を痛めた為に一週間予定伸ばした。なんと、稲も、

予定の週に腰痛で加療。 偶然もいいとこだ。 おかげで、賢は、この山行に参加できた。

· ペンションは、前回６月穂高予定時に予約していたところで、今回、また１１月に行くということで先に予約し、

実は今夜、山行計画あり深夜につくが、滞在時間も短いので安く泊めて欲しい、と相談した結果、なんと３０００

円で泊めてくれた。しかも、りっぱな温泉付きだ。 

· 賢は、徳本峠（少なくとも自分が行こうとしている地名くらい学んでおく必要あり）が読めなくて、散々稲に馬鹿にされた。 「稲さん、畠田さんとトクモトトウゲ行くんですって？」  稲、「それ、どこ？」 賢、「あっ、いや

トッピョウトウゲ」  完全に、西穂の独標と交錯。     稲、「おまえ、読み方もわからんところに畠田さんと行くつもりだったのか？」  山ヤの片隅にも置けないやつだ。

そして当日稲とぼくがつるんだ。「トクホントウゲだ。 トクホンシップの由来はここから来ているんだ。トクホンの社長が山好きで、彼がここを通る時、足が疲れてシップ貼って登行した。そして、商品名にこのトクホンシップと付けたのだ」   賢は、ずーとそう信じていた。 純朴・単純・素直・幼稚・幸せ者………。

· また、賢。 峠越えということで、標高を気にせず、フリースも何も持ってきていなかったので、寮にいるうちに

わかった為、稲のフリースを借りて持っていった。ちなみに、徳本峠は、２１００ｍ。

· ３人とも愛煙家のため、ぼくはいつにも増して、真面目な好青年に見えた。＜「いつもにも増して、不良中年」の間違い。マナーを守り、畠田さんを煙で燻すようなことはしなかった他３人の方が「好青年」であった。＞
· ついでに、もうひとつ賢、 九十九折りが、読めない、書けない、知らない。 

· 朝テント撤収の時、なぜかぼくにだけ蚊の大軍が襲ってきた。 きっと、前夜テントに飛んできた蚊を、一番ラテルネで燃やして暇つぶしていたのはぼくなので、仕返しにきたに違いない。殺生してすまない。

· さらに、賢、 上条嘉門次（ウエストンや昔の岳人を案内した名案内人、で現在その血を引く娘が嘉門次小屋を経営

している）は、上条恒彦のおじいちゃんにあたる人なのだ。 さすがに、ここまでは騙されなかった。 ぼくは、

隣でこういう話を聞いている登山者がニコニコしていたので、こんなことばかり言っている自分が、あまりにちょ

っと恥ずかしくなった。

· 山と雨が縁で知り合った我が岳友、松広君との山行は、過去すべて雨。＜松広氏曰く「でも必ず２日目が晴れるの

  で、感動が倍増する。」とのこと、でも「晴れのち雨」より「雨のち晴れ」の方がいいですよね。＞
（山の豆知識）

· 登行中は、食べ過ぎには注意しよう。行動食的分散摂取を心がけよ。

· ４人いれば、タクシーが無駄がなく、コストパフォーマンスがよい。

· 耳栓は必携。 ただし、音は防御できても臭気は防御不可のため放屁には注意。

· 寂寥たるコースの、特に秋の山行では鈴は安心。しかし、最近、意味もなくリュックにカウベルのような

鈴をつけて歩いている人がいるが、半鐘のようでうるさくてしょーがない。 ＜僕も明神に降りる手前で例の仕掛けを解いた。＞特に、中高年のおばさん達、心配せんでも、十分うるさいので、熊は絶対来ない。 ＜この表現はまずいですよ、畠田さん。「十分うるさい中高年のおばさん達」の場合ですよ。「中高年のおばさん＝うるさい」みたいな書き方は当会の方々に誤解を招きますよ。もっとも当会には素敵なお姉さん達しかいませんが…。＞
（総括）

    北アルプスを跋渉したわけでもないが、何か山歩きの大きな目標を達成した感じである。 そして島々谷の遡行は、

     まさに職業路であり、その昔、牛馬を徳沢の牧場に連れていくための、ルートであることを実感した。

     実に歩きやすい、そして直登ではなく、九十九折りにしているのが何よりの証拠である。

     そして、岩と緑と清流に沿って歩くこの島々谷は、北アルプス屈指の銘コースであり、静かなる山旅（登山では

     ない、ましてトレッキングなどという軽い響きのものでもない、まさに山旅なのだ）ができる貴重な路であった。

                                                                                               おしまい

